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 ０１ プロジェクト便り 

 
 
 
 

 

JICA アルゼンチン事務所 

次長 山本フアン・カルロス 

１．はじめに 

JICA は、10 月 11 日から 22 日まで、中南米地域で

の事業展開に関心のある日本の中小企業の代表者 11 名

の方々からなる調査団を同地域の日系社会（日系ローカ

ル企業）との連携を促進することを目的にアルゼンチ

ン、ボリビア、パラグアイに派遣しました。参加された

企業は、金属原料製造、農業機械、真空凍結乾燥加工食

品、金属成型瓦、農業用薬品、包丁等の製造業、卸売業、

種苗業、サービス業（カーコーティング、農業コンサル

ティング）、建設業（さく井）等、様々な業種の方々で

した。 

「中南米日系社会との連携調査団」を迎えて 
－日本から中小企業 11 社の代表が来訪－ 



アルゼンチンには、同調査団がパラグアイ、ボリビアを訪問する前後の①10 月 11-13 日と②10 月

21-22 日の 2回、来訪しました。このような日程になったことで 1回目の顔合わせでの双方の感触を踏ま

え、2回目の来訪時に具体的な商談会をセットすること可能となり、滞在が短期間であったにも拘わらず、

実のある商談が実施できたものと思われます。 

 

２．民間連携としての「中南米日系社会との連携調査団」派遣 

近年、JICA では、民間のビジネス活動との連携を促進しており、主として日本の中小企業を対象と

した幾つかの支援プログラムも実施しています。中南米地域においても戦略性を高めるためのアプローチ

として民間連携を推進していますが、日本からの地理的な距離等もあり、我が国の中小企業の中南米地域

への関心は、非常に限られているのが現実です。 

しかしながら、中南米地域には、戦前、戦後に移住した日本人を中心に日系社会が築かれている国が

多く、日本及び日本人への親近感、期待感が高いことで知られており、アルゼンチンもこうした国の 1

つです。 

JICA は、民間連携を推進する中、移住先国で活躍する日系人をパートナーとして日本の民間企業と

連携を促進することで、日系社会が現地の開発課題の解決に貢献し、さらに民間企業が中南米地域への事

業展開を実現するといった互恵的な協力の可能性があると考えます。 

本調査団派遣は、このようにビジネスを

通じて中南米地域の日系社会との連携をさ

らに強化することを狙いとして企画された

ものです。本調査団の参加企業は、日本国内

で公募により選定していますが、本調査団

は、既に 2012 年度から過去 3 回に亘り日系

社会を有する南米諸国に派遣してきた経緯

があります。（2012 年度はブラジルとパラグ

アイに 13 社参加、2013 年度はブラジルとペ

ルーに 14 社参加、2014 年度はブラジルとペ

ルーに 15社参加） 

 

３．初めてのアルゼンチンへの派遣 

アルゼンチンにとっては、今回が始めての本調査団受け入れでしたが、今回、当地での調査団受け入

れの強力な「協力者」となったのは、アルゼンチン社会の各分野でプロフェッショナルとして活躍してい

るパワフルな日系 2世、3世の青年グループで構成された 2 つの日系ビジネス団体「日系起業家ネットワ

ーク (REN)」と「亜日ビジネスクラブ(Club de Negocios Argentino Japonés)」でした。当事務所では、

これらの団体とは、昨年度から実施している「日本式ビジネスセミナー」や日本で行われる JICA の日系

青年向けの起業家育成の研修候補者の選考、ビジネス関係研修の帰国研修員のネットワークづくり等を通

じて、近年、これまでも様々な機会を捉え、関係を強化させてきています。 

 

祝日と重なった実働初日（10 月 12 日）は、ブエノス・アイレス市内の中華街、スーパーマーケット、

ショッピング･モールにて日用品の流通状況等の視察した後、当国福嶌日本大使を始めとする日本大使館

の全面的な支援を戴き、大使公邸にて上記現地日系ビジネス団体関係者も参加し、在亜日本大使館と JICA

共催の懇談会が開催されました。懇談会の冒頭、福嶌大使からは、あたたかいご支援のお言葉を戴き、ま

た、アルゼンチンの経済情勢、金融事情やビジネス環境に関するブリーフィング等も行われ、その後のビ

ュッフェスタイルでの夕食を戴きながらの懇談会も非常に盛況でした。 



 

翌 10 月 13 日の午前中は、日系起業家ネットワーク(REN)が提供した会場において REN､亜日ビジネス

クラブ(Club de Negocios Argentino Japonés)､現地日系ローカル企業関係者約 40人が参加し、説明会が

開かれ、本邦企業 11 社から同社の事業内容や南米展開に向けた関心事項等に関する詳しい説明が行われ

ました。 

同調査団が、パラグアイ、ボリビアでの調査を終え、再びアルゼンチンに戻った後半日程では、REN

の協力で準備された 5ヶ所の個室を使用し、現地の日系ローカル企業約 20 社や実業家等、延べ 30回に及

ぶ個別商談会が行われました。 

 

ブエノス・アイレス市内での個別商談会の終了後、調査団は、REN､亜日ビジネスクラブとともに約

60 キロ離れたラ・プラタ地区日系移住地に移動し、同地区でハイテク技術を駆使し、野菜のプラグ苗の

大量生産に取り組んでいる日系農業組合 TECNOFLOR の施設（本年、その先進的な取り組みに対し、産業大

臣、科学技術大臣が表彰）を視察した後、同組合に準備して戴いた焼肉会（アサード）でさらに懇親を深

めつつ、並行してその傍らでラ・プラタ地区の日系ビジネス関係者と個別商談が行われました。その後、

ラ・プラタ日本人会、ラ・プラタ日本語学校を視察した後、空港に向かい、当国を後にしました。 

 

４．ビジネスを通じての日系社会との関係強化 

過去、この調査団に参加された企業の方々は、現地の日系ローカル企業との関係をしっかり構築し、

JICA の民間連携スキーム等も適宜活用しながら新たな事業展開に向けた活動に取り組んでいます。また、

JICA や業界団体、地元経済団体が開催するセミナーや発行する広報誌等で、中南米地域における開発及

び日系社会との連携、民間投資等の可能性に

ついて情報発信も行っています。 

 

今回の調査団にも、アルゼンチンで活躍

する日系人をパートナーとして、日本の民間

企業と連携が促進され、日系社会が現地の開

発課題の解決に貢献するとともに、民間企業

が中南米への事業展開を実現するといった

互恵的な関係がさらに強化されることを期

待しています。 

 

当事務所としては、今回の「中南米日系社会との連携調査団」の受入れを通じ、本邦中小企業、現地

日系ローカル中小企業の双方に有益な関係構築のお役にたてたと確信しています。これは、明日を担うア

ルゼンチン日系青年のプロフェッショナル集団である日系ビジネス団体：日系起業家ネットワーク（REN）

と亜日ビジネスクラブ(Club de Negocios Argentino Japonés)の多大な協力によるところも大きく、ここ

に両団体関係者の方々に深く感謝するとともに、今後も連携を更に強化することで次の時代に向けた日本

と日系社会との新たな関係の構築を支援していきたいと考えます。 

 

 



 

 ０２ ボランティア便り 
 

 

 

 

 

                       シニア海外ボランティア 柏木 昭雄 

配属先：カンパーナ市役所環境持続開発局 

職種：環境教育 

 

カンパーナ市は、首都のブエノス・アイレスから北西約 80km に位置し、130 年の歴史を有する都市

で、隣接するサラテ市と共に、アルゼンチンの重要な工業都市の一つに挙げられています。また、「Isla 

(島)」と称する広大な低湿地帯を抱えていることから、同市は自然と工業の両立を目指しています。カン

パーナ市の面積は 954 ㎢で、私の出身地である埼玉県上尾市の面積 45 ㎢の 21 倍。一方、人口は約 10 万

人で上尾市の約 22 万人の半分以下です。 

 

１．「Isla（島）」での環境教育活動 

7 月にカンパーナ市に着任後、約 2ヶ月が経過した 9月初旬に通称「Isla」と呼ばれる島にある小学

校に環境教育活動を行うため訪問しました。「Isla」は、島としては広大な 577 ㎢の面積を有し、日本の

淡路島に次ぐ大きさです。島民は約 1,500 名で、森林業、果樹栽培、牧畜業を営んでおり、木材の生産量

は 32 万トン／年、販売金額は 2,000 万ペソ（約 210

万米ドル）です。約 70％の住居に電気が供給されて

おり、島内全 9校の各学校に、合計約 500 名の生徒が

通学しています。 

 

訪問の当日、パラナ川の対岸にある「Isla」を目

指し、収容人数約 200 名の船に乗って約 1時間、川を

下り、訪問校に到着しました。まず驚かされたのは、

コンクリート建の校舎が約 2ｍの高床式になってい

たことです。1.7ｍ程の所に水位の印が付いているの

で、洪水になるとかなりの面積が水没することが想像

できます。 

訪問校は初等・中等科が併設されている公立学校で、それぞれのクラスで環境教育を行いました。初

等クラスは環境教育劇、中等クラスはスライドを使用して 3R（Reuse、Recycle、 Reduce）の指導を行い

ました。学校の授業終了後、全校生徒が校庭に集まり国家を斉唱し、国旗を仕舞うと先生と生徒が全員同

じ船で帰宅します。当日、私も彼らと同じ船に乗り「Isla」の運河を廻り、子供達がそれぞれの家に帰宅

するのを見届けてからパラナ川に戻り、他の先生方と一緒に下船しました。相当の不便が有りながら、豊

かな自然の中で生活している人達がいることを垣間見た思いでした。また、彼らを支援している市役所に

感心した次第です。 

 

２．『Jornada de Conciencia Ambiental（環境を意識する 1 日）』に参加して 

9 月 27 日（日）にカンパーナ市役所の前にある中央公園で配属先である Subsecretaría de Ambiente 

y Desarrollo Sostenible （環境持続開発局）主催により第 3回「Jornada de Conciencia Ambiental」

が開催されました。 

当日は、①テトラパック・ガラスのリユース、②テトラパックのリサイクル、③ECO－FAN の説明と

ブエノス・アイレス州カンパーナ市における環境教育の実践活動 



デング熱の予防、④廃棄物処分場の改善経験と現行処分場の改善提案に関する展示を行い、来場者らに詳

細を説明しました。このイベントは、環境持続開発

局環境教育課が担当した重要なエベントであり、多

くの市民らが集まりました。 

 

来場者らは、テトラパック（乳製品の容器とし

て使われている紙パック）をリユース、リサイクル

する発想に強い関心を示しました。 

また、買い物の際に利用するポリエチレンの袋

の替わりに、日本の「フロシキ」をアレンジし、取

っ手を付けてファッションバックとして提案する

と、興味を持ってくれました。このことから、4R

（3R に Refuse を加えたもの）におけるプラスチック袋の「拒否（Refuse）」の一例として「フロシキ」

袋は、十分に受け入れられるテーマであると感じています。「フロシキ」に関して、もう一つ付け加える

と、学校では昼食の際に、ハンカチ大の布を敷いて食事をするようで、ここにも「フロシキ」をテーマに

した環境教育の余地があると考えられます。 

 

一方、ECO-FAN（自転車と扇風機のリサイクル部品を利用した浄水装置）は、本来は自然エネルギー

である「風」を動力とした、ごみから出る「浸出水」を浄化する装置です。汚水を浄化できることから、

都市部の水たまりに生息する蚊が原因となるデング熱の防止に効果的です。これらの説明に熱心に耳を傾

ける来場者に大いに感激しました。 

 

後日、環境教育活動を通し、温室の雨水を利用した給水タンクのボウフラ発生防止対策としてこの

ECO-FAN を紹介する予定です。また、当日は、少しでも多くの来場者でにぎわうように、日本文化紹介活

動も行い、来場した子供達の名前を、漢字の当て字を使い筆で書いたり、ハーモニカで日本の歌を演奏す

るなどして来場者とともに楽しい時間を過ごすことができました。57 名の来場者に名前を書いて差し上

げましたが、後日、その内の 1 人の子供と再会し、妊娠している母親からもお腹の子供の名前も書いてほ

しいと依頼されました。環境関連イベントを通じ、このような出会いがあったことも、私にとっては、大

変印象深い出来事となりました。 

 
 

 ０３ フォローアップ事業 
 

 

 

  

 

 

JICA アルゼンチン事務所 

 

アルゼンチン工業連盟（UIA）は、JICA の協力により、日本の中小企業政策に関する調査研究に取り

組み、この度、「Desarrollo y competitividad de las pymes industriales：La experiencia japonesa y 

propuestas para su promoción en la Argentina」（「工業界の中小企業の発展と競争力：日本の経験とア

ルゼンチンにおける、その推進のための提言」）と題する日本の中小企業政策に学ぶ政策提言を纏めまし

た。 

「日本の中小企業政策に学べ」 

－アルゼンチン工業連盟（UIA）が日本の中小企業政策に学ぶ政策提言を纏める－ 



同提言は、レポートとして 1 冊の冊子に纏められ、

去る 9 月 1 日（火）JICA の長年の技術協力の C/P 機関で

ある国立工業技術院（INTI)での一般公開イベント「TECNO 

-INTI」において、UIA 経済研究センター所属の Sergio 

Drucaroff 氏より約 70 名の聴衆に対し、その概要が報告

されました。 

 

UIA 内には、少数精鋭のシンクタンクで中央政府への

政策提言の立案等を所掌する「経済研究センター」が設置

されており、実は、このセンターからは、過去、経済大臣、

産業大臣が複数輩出されています。 

同センターは、かねてより「日本政府の中小企業政策」に高い関心を寄せており、2010 年より 3 年

連続して同センターの職員が、JICA が日本で実施する「中小企業振興」に関する研修コースに参加して

います。（2012 年にはセンター長も参加）、 

 

 こうした状況から、UIA は、当国における製造業部門の再活性化に向け、日本の中小企業政策をよ

り理解することで当国政府に対する政策提言の参考としたい、として JICA に対して調査研究の協力要請

があり、JICA は、これを支援しました。 

なお、同調査のエッセンスは、当国の月刊業界誌「INFORME INDUSTRIAL

（工業レポート）」4月号にも掲載されています。 

 

アルゼンチン工業連盟が、日本の中小企業政策に強い関心を示し、か

つ当該分野での JICA の協力が、政府に対する政策提言にも影響を与えて

いることは、素晴らしいことであり、まさに JICA が日本国内で実施して

いる研修員受入の技術協力の成果ではないかと考えます。 

 

また、当国では、12 月に発足する新政権に対して日

本のプレゼンスをいかに示すかが重要な課題となってお

り、UIA により、こうした政策提言が纏められたことは、

非常に重要な意味をもちます。 

因みに同政策提言の中は、政府のリーダーシップに

よる地方自治体と一体となった中小企業支援プログラム

の推進、日本の産業競争力会議に相当する審議会の創設、

開発銀行の創設の他、JICA が長年、協力している国立工

業技術院（INTI)のより一層の機能強化の必要性等、多く

のポイントが盛り込まれています。 

なお、国立工業技術院（INTI）は、JICA とは約 30 年以上の協力関係にある機関であり、過去、様々

な分野での協力を実施してきましたが、現在では、生産管理や省エネルギー分野での第三国研修やシニア

海外ボランティアの派遣等により協力を行っています。 

 

 



 
 ０４ 日系研修員便り  

 
 

 

 

ヘイアンナ・マリアノ(医師) 

短期日系研修「医療」 

 

私は、2015 年 6 月から 9月まで JICA の日系研修プログラムにより東京大学医学部付属病院総合研修

センターにて研修する機会に恵まれました。「研修医」として同センターの感染症内科に所属し、そこで

四柳（よつやなぎ）医師を長とするチームの皆様から暖かい歓迎を受けました。 

本センター感染症内科には、6週間に亘って勤務し、様々な感染症で入院している患者さんの診察に

立ち会う機会に恵まれました。診断手法や治療選択肢、特に多剤耐性病原菌、HIV の患者における抗レト

ロウイルス治療について学ぶとともに、また、四柳（よつやなぎ）医師の診察室では、抗ウィルス治療中

の B型及び C型肝炎患者の評価にも参加させて頂きました。 

その後の 2 週間は、感染制御部に籍を移しました。ここでは多数の医師、看護師、薬理学者及び微生

物学者らから構成されるグループが、日々、病原菌、病院における抗生物質の使用、病院内環境の制御、

院内感染率に関する調査といった包括的な制御を行っています。ここでは、細菌汚染の有無や菌の検出を

目的とした培養用サンプル採取によるビデオ内視鏡検査にも立ち会う機会を頂きました。 

 

病院での研修期間中、医師らの日々の仕事の様子を拝見しましたが、彼らの作業はコンピューター化

されており、それによって電子カルテ、臨床検査結果、および電子画像を通じた情報を自在に扱うことが

でき、医療サービス従事者らは、患者に関する情報を素早く、かつ幅広く知ることができます。施設がよ

く整理整頓されており清潔であることが印象的であり、また、スタッフ全員の仕事への熱意は、ひと目見

ただけでよくわかり、感銘を受けました。常に日本の方には暖かく接していただき、医療についてだけで

なく日本人の習慣についても教えて頂きました。言葉については、英語と日本語を使ってお互いに考えを

表現することができたので、研修中、言葉が障害となることはありませんでした。 

 

病院の医師らが、アルゼンチンという国やアルゼンチンの公衆衛生事情についても興味をもってくれ

たので、私はプレゼンを行うよう依頼され、感染内科の講堂にてアルゼンチンや我が国の地域特有の感染

東京大学医学部付属病院での研修を終えて 
 



症に重点を置いたプレゼンを行いました。特に中南米諸国に多く見られる寄生虫病であり、移民の流入に

よって日本でも母子感染が報告されているシャーガス病に関する話は、大変興味深く聞いていただいたよ

うでした。 

また、研修中、感染症の取り扱いの他、日本の医療システムやその仕組み及び効率性についても多く

を学ぶことできました。当病院の同僚の医師の方々からは、アルゼンチン人や日系人の健康に関する状況

についての様々な質問が寄せられ、帰国後に取り組むべき諸課題として深く考えさせられることとなりま

した 

 

JICA 横浜について 

日本における滞在の最初の 1 週間は、JICA 横浜センターに宿泊し、そこで文化、日本の歴史、日本

人の海外移住等についての研修を受けました。この１週間は、パラグアイとブラジルからの日系研修員と

行動を共にしました。彼らと日々を共にしたことは、大変良い経験になったと思います。というのは、彼

らの出身国の日系社会では、今日もなお日本語や日本の習慣が強く生き続けており、興味深い一面を知る

ことができたからです。 

 

この研修で行われた語学や日本のマナーにつ

いての講義のおかげで、その後の日本滞在期間中

を通じ、非常にスムーズに環境に順応することが

できました。また、海外移住資料館および横浜市

内の見学にも連れて行って頂きました。 

 

横浜での研修によって日本式の教育が、いか

に厳格であるか、身をもって知ることとなりまし

たが、しかし、それは丁重で、熱意にあふれ、そ

してよく準備されたものであり、こうした JICA の

配慮もあって、私たちは研修に集中できたのでし

た。 

 

東京大学付属病院の医師の先生方だけでなく JICA 横浜の関係者からも、アルゼンチンの健康をめぐ

る状況や日系社会の状況について様々な質問が寄せられ、私は、公立・私立を問わずブエノス・アイレス

の幾つかの病院やクリニックで医師として勤務した 10 年の経験から、それらについての自分の意見を述

べました。私は、アルゼンチンの医療システムは、未だ国民全員に効率的に十分な医療サービスを提供す

ることができるレベルには必ずしも至っていないと考えています。日系社会も、こうした状況の中にあり、

多くの人々が医療保険に入っていなかったり、受けている医療サービスが不十分なものであったりしま

す。このようなことを考えていると、研修終了後は、アルゼンチンで私の感染症の分野で学んだ知識を活

かすというだけでなく、最近では、日系社会にも是非貢献したいとの思いも非常に強くなってきました。 

 

私にこのような研修機会を与えて下さり、職業人としても、個人としても成長し、私個人や日系社会

の歴史について学ぶ機会を与えて下さった JICA 及び財団法人 海外日系人協会の皆様に深く感謝したい

と思います。 

 
 
 
 



 

 
 ０５ JICA 事務所の動き  

 
10 月 26 日～11 月 19 日：第三国研修「自然保護区における適正管理」の実施 
 

11 月 2～21 日：科学技術協力「南米における大気環境リスク管理システムの開発プロジェクト」 

・神短期専門家（高スペクトル分解ライダー）来ア 
 

11 月 3～12 日：第三国研修「自然保護区における適正管理」 

高橋在外研修講師（環境省箱根自然環境事務所長）来ア 
 

11 月 30 日：開発途上国の社会・経済開発のための民間技術普及促進事業  

テルモ社「 経橈骨動脈カテーテル法による虚血性心疾患の治療援助事業」 

フォローアップ・セミナー開催 
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